
書

評

評書

松
　
　
山

宏
著

『
日
本
中
世
都
市
の
研
究
』

仲
　
　
村

民

　
松
山
宏
氏
が
一
九
五
五
年
に
封
建
都
市
成
立
に
つ
い
て
の
論
文
を
発
表
さ

れ
て
以
来
、
約
二
〇
年
間
の
論
文
を
ま
と
め
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
松
山
氏

の
都
市
研
究
の
動
機
は
、
　
「
都
市
の
村
落
へ
の
従
属
」
と
い
う
風
潮
に
た
い

す
る
「
反
発
」
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
本
書
は
、
氏
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、

「
農
民
・
村
落
研
究
に
抵
抗
す
る
論
文
」
集
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
氏
の
こ

の
よ
う
な
発
想
の
底
流
に
は
、
中
世
史
の
な
か
で
都
市
の
も
つ
臨
律
性
の
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

題
に
た
い
す
る
従
来
の
研
究
の
い
た
ら
な
さ
が
あ
る
こ
と
は
、
氏
の
言
葉
か

ら
判
明
す
る
が
、
こ
れ
を
私
な
り
に
解
釈
す
れ
ば
、
荘
園
制
・
領
主
制
．
荘

園
村
落
の
研
究
や
中
世
商
工
業
の
研
究
が
、
都
市
の
問
題
を
中
世
社
会
の

「
求
心
性
」
や
「
交
通
形
態
」
な
ど
と
い
う
抽
象
的
な
概
念
を
導
入
す
る
こ

と
で
素
通
り
し
て
し
ま
う
と
い
う
研
究
傾
向
に
た
い
す
る
「
抵
抗
」
で
あ
る

と
考
え
た
い
。
こ
の
「
抵
抗
」
に
は
一
面
で
共
感
を
覚
え
る
が
、
　
「
抵
抗
」

に
「
抵
抗
」
を
覚
え
る
面
も
あ
る
の
で
、
紹
介
の
あ
と
に
書
き
つ
づ
っ
て
み

た
い
。

　
さ
て
本
書
は
序
章
の
ほ
か
給
養
一
五
章
か
ら
な
り
、
序
次
は
次
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

聯暗躍第顯箋第顯饗第篁騨難
轟轟綿轟養蚕轟轟聾謂章　

中
世
都
市
研
究
の
閥
題
点

隔
地
間
商
人
と
港
町

　
中
世
に
お
け
る
隔
地
間
商
人

　
鎌
倉
中
末
期
の
尾
道
の
領
主
・
海
賊

南
北
朝
・
室
町
時
代
の
政
治
一
帯

府
中
の
成
立

伊
賀
に
お
け
る
守
護
所
の
自
立

北
畠
満
雅
の
蜂
起
と
多
気

備
前
福
岡

土
符
に
つ
い
て
の
二
・
三
の
考
察

守
護
城
下
の
盛
衰

　
　
　
　
戦
国
・
織
豊
時
代
の
都
留

　
　
　
　
　
戦
圏
時
代
の
北
畠
氏
の
支
配
と
大
河
内

　
　
　
　
　
封
建
都
帯
成
立
に
つ
い
て
の
考
察

　
　
　
　
　
　
一
七
世
紀
初
頭
の
都
市
と
町
民
の
役
割

　
　
　
　
付
録
－
町
を
め
ぐ
っ
て
一

　
　
　
　
　
申
世
の
町
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
戦
国
時
代
の
町
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
織
豊
時
代
の
町
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
関
ケ
原
戦
後
の
町
に
つ
い
て

　
各
章
に
は
個
別
論
文
を
章
と
し
た
も
の
も
あ
り
、
若
干
の
重
複
箇
所
も
あ

る
が
、
以
下
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。

　
序
章
で
は
ま
ず
戦
前
の
中
世
都
市
研
究
の
特
徴
を
あ
げ
、
闇
題
点
と
し
て

西
欧
の
中
世
都
市
を
典
型
視
す
る
研
究
の
欠
陥
、
都
市
が
政
治
．
経
済
，
社

会
の
諸
関
係
の
中
で
掘
握
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
都
市
研
究
が
文
献
史
料
の
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み
に
依
存
し
て
地
理
学
・
考
古
学
・
地
名
学
な
ど
が
無
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

地
域
差
・
類
型
差
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
之
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
戦
後
の
研

究
は
三
期
に
区
分
し
、
各
期
の
研
究
成
果
と
そ
の
特
徴
を
あ
げ
た
の
ち
、
今

後
の
課
題
と
し
て
次
の
点
を
播
節
す
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
古
代
都
市
と

中
世
都
市
と
の
連
続
に
つ
い
て
、
政
治
的
側
面
を
重
視
す
べ
き
と
し
て
国
府

の
歴
史
的
展
開
過
程
の
追
究
の
必
要
性
を
強
調
し
、
第
二
に
中
央
重
視
を
改

め
、
地
方
都
市
の
無
視
で
き
ぬ
こ
と
を
主
張
し
、
第
三
に
城
下
町
の
も
つ
固

有
の
役
割
の
追
究
の
必
要
性
と
、
城
下
町
に
は
戦
国
・
織
豊
期
の
も
の
だ
け

で
は
な
く
、
守
護
の
城
下
を
も
加
え
る
べ
き
と
す
る
。
第
四
に
は
自
由
都
市

に
つ
い
て
、
西
欧
と
艶
本
の
そ
れ
の
質
の
問
題
を
宣
教
師
ら
の
観
察
の
詳
細

な
検
討
と
西
欧
都
市
1
1
自
由
都
市
と
い
う
こ
と
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
し
、

ま
た
自
由
都
市
の
「
自
由
」
　
「
自
治
」
が
市
民
に
と
っ
て
い
か
な
る
意
味
を

も
つ
か
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
最
後
に
都
市
研
究
の
も
つ
現
代
的
課

題
へ
の
追
究
の
重
要
性
が
提
雷
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
第
一
編
「
隔
地
聞
商
人
と
港
町
」
の
第
一
章
で
は
、
中
世
商
人
は
賎
民
系

の
隔
地
問
商
人
と
農
民
系
の
局
地
商
人
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
鎌
倉
中

期
か
ら
南
北
朝
期
に
あ
っ
て
は
、
港
町
を
拠
点
と
す
る
賎
民
系
商
人
の
役
捌

は
大
き
く
、
こ
れ
が
中
央
と
地
方
を
連
結
し
て
い
る
。
隔
地
間
商
人
は
座
商

人
と
座
外
新
儀
商
人
・
地
方
ま
わ
り
商
人
と
の
二
類
型
に
分
け
ら
れ
、
両
者

は
対
立
し
て
い
る
が
、
座
商
人
が
商
品
流
通
・
市
場
を
完
全
に
支
配
し
て
い

る
の
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。

　
第
二
章
で
は
高
野
山
領
備
後
国
太
田
庄
の
倉
敷
で
あ
る
尾
道
を
と
り
あ
げ
、

士
籍
預
所
の
僧
淵
備
の
行
鋤
を
跡
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
淵
信
の
商
品
流

通
へ
の
関
与
の
仕
方
が
暴
力
的
・
投
機
的
な
隔
地
間
商
人
的
性
格
を
も
ち
、

領
内
の
農
民
的
商
品
流
通
を
抑
圧
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
「
都
市
領

主
」
と
名
付
け
、
鎌
倉
末
難
に
は
淵
信
の
よ
う
な
海
賊
ほ
悪
党
が
荘
園
領

主
・
守
護
勢
力
を
排
し
た
自
治
的
な
港
町
を
つ
く
る
こ
と
を
詳
細
に
述
べ
て

い
る
。

　
第
二
編
「
南
北
朝
・
室
町
時
代
の
政
治
都
市
」
の
第
一
章
で
は
古
代
都
市

か
ら
中
世
都
市
へ
の
展
開
を
府
中
の
成
立
の
な
か
に
み
よ
う
と
す
る
。
す
な

わ
ち
、
古
代
地
方
都
市
の
国
府
が
、
守
護
の
国
司
権
限
継
承
と
と
も
に
守
護

所
が
国
府
に
と
っ
て
代
わ
り
、
建
武
逸
聞
に
国
府
が
府
中
と
改
称
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
松
山
氏
は
こ
の
現
象
を
「
公
武
妥
協
の
上
に
な
り
た
っ
た
産
物
」

と
み
る
。
そ
し
て
こ
の
例
を
信
濃
府
中
に
と
っ
て
、
府
中
成
立
の
背
景
に
在

庁
官
人
層
皿
地
方
武
士
の
動
向
が
あ
り
、
か
れ
ら
が
古
い
国
府
に
新
し
い
生

命
を
吹
き
こ
ん
だ
と
し
、
こ
こ
に
国
府
の
中
世
政
治
都
市
艮
府
中
へ
の
展
開

が
あ
る
と
す
る
。

　
第
二
章
で
は
第
一
章
の
守
護
所
の
自
立
を
伊
賀
国
で
み
る
。
鎌
倉
初
期
の

伊
賀
の
守
護
所
は
扇
衙
の
一
機
関
で
あ
っ
た
が
、
建
武
年
間
に
国
衙
の
付
属

機
関
か
ら
独
立
し
て
く
る
。
そ
れ
は
国
司
の
在
職
が
な
く
な
り
、
守
護
が
国

司
の
権
限
を
全
く
継
承
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
守
護
仁
木
氏
は
鎌
倉
宋
期

以
降
悪
党
を
組
織
し
守
護
支
配
を
強
化
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
動
向
は
、
館

を
中
心
と
す
る
諸
機
関
の
建
造
物
を
も
つ
守
護
所
の
自
立
と
表
裏
の
関
係
に

あ
る
と
し
、
こ
こ
に
中
世
政
治
都
市
の
成
立
を
み
る
と
す
る
。

　
第
三
章
は
伊
賀
・
伊
勢
・
南
大
和
一
帯
に
勢
力
を
も
つ
守
護
北
畠
満
雅
の

動
向
を
、
応
永
・
正
長
の
伊
勢
・
伊
賀
・
大
和
に
ま
た
が
る
戦
乱
の
な
か
に

跡
付
け
、
と
く
に
北
畠
氏
と
国
人
層
・
農
民
層
と
の
関
係
を
み
る
。
そ
し
て

北
畠
氏
の
本
拠
多
気
に
つ
い
て
ふ
れ
、
国
府
と
場
所
を
曝
す
る
多
気
が
輩
下

的
性
格
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
、
権
力
誇
示
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
城
下
絵

図
に
よ
っ
て
推
定
す
る
。
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評書

　
第
四
章
で
は
『
一
遍
聖
絵
』
で
有
名
な
備
前
福
岡
市
の
復
原
を
試
み
、
と

く
に
南
北
朝
以
降
の
政
治
・
経
済
情
勢
か
ら
福
岡
の
重
要
性
を
明
ら
か
に
す

る
。
福
岡
市
の
復
原
に
つ
い
て
は
、
現
地
調
査
と
ロ
承
か
ら
商
工
業
忽
布
的

な
面
と
と
も
に
、
碁
盤
割
区
画
か
ら
軍
事
都
市
と
し
て
の
守
護
城
下
の
存
在

を
明
ら
か
に
す
る
。

　
第
五
章
で
は
伊
賀
地
方
か
ら
出
土
す
る
土
符
に
つ
い
て
、
従
来
の
徴
符
説
、

関
所
料
免
除
の
過
所
説
を
否
定
し
、
荷
札
説
を
主
張
す
る
。
そ
し
て
荷
札
は

守
護
所
へ
送
付
さ
れ
る
物
品
に
つ
け
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
し
、
出
土

場
所
の
東
村
に
守
護
所
が
あ
っ
た
と
推
定
し
、
荷
札
作
製
時
点
は
応
永
末
年

か
ら
天
正
初
年
ま
で
で
、
そ
れ
は
守
護
仁
木
氏
の
領
團
支
配
の
時
期
に
合
致

す
る
と
推
定
す
る
。

　
第
六
章
で
は
美
濃
国
革
手
を
と
り
あ
げ
て
、
古
代
の
国
府
と
近
世
の
城
下

町
と
の
つ
な
ぎ
と
し
て
、
中
批
政
治
都
市
臣
守
護
城
下
の
存
在
を
考
え
、

「
守
護
町
を
中
心
と
し
、
そ
れ
に
経
済
・
交
通
・
文
化
・
宗
教
な
ど
の
社
会

的
交
流
の
結
節
機
関
が
集
ま
っ
た
所
」
と
定
義
し
て
そ
の
具
体
像
に
迫
る
。

そ
し
て
守
護
土
岐
氏
を
め
ぐ
る
政
治
情
勢
か
ら
革
手
の
城
下
と
し
て
の
確
立

を
跡
付
け
、
夏
至
を
構
成
す
る
武
士
・
公
家
・
寺
院
・
市
の
う
ち
比
重
は
武

士
・
公
家
に
あ
る
と
し
、
城
下
の
崩
壊
が
守
護
代
斎
藤
属
の
拾
頭
と
一
向
一

揆
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
第
三
編
「
戦
国
・
織
豊
時
代
の
都
市
」
の
第
一
章
は
、
伊
勢
の
多
気
を
本

拠
と
す
る
北
畠
氏
が
、
大
和
国
宇
多
郡
に
お
い
て
農
民
の
拾
頭
に
よ
っ
て
破

綻
し
た
郡
内
一
揆
の
構
成
者
一
－
国
人
・
地
侍
を
自
己
の
支
配
下
に
編
成
し
た

が
、
織
田
信
長
の
伊
勢
へ
の
侵
出
に
よ
っ
て
本
拠
を
多
気
か
ら
大
河
内
に
移

動
し
て
こ
れ
に
当
る
。
こ
こ
に
守
護
城
下
か
ら
戦
国
誠
下
へ
の
移
行
を
み
た

が
、
武
士
集
住
に
つ
い
て
は
変
化
は
な
い
と
す
る
。

　
第
二
章
は
松
山
氏
が
都
市
に
つ
い
て
発
表
し
た
最
初
の
論
文
で
あ
り
、
ま

ず
林
屋
辰
三
郎
・
豊
田
武
・
原
田
論
題
・
村
山
修
一
氏
ら
の
都
布
研
究
に
つ

い
て
、
第
一
に
町
を
構
成
す
る
上
層
町
民
と
中
下
層
町
民
と
の
具
体
豹
関
係

が
不
明
だ
と
し
、
第
二
に
中
世
都
市
の
も
つ
自
治
の
内
容
と
権
力
の
対
応
が

充
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
と
批
判
し
、
中
世
京
都
に
お
け
る
町
の
成
立
と

自
治
を
検
討
し
て
、
中
松
の
町
の
階
級
構
成
が
宿
老
衆
－
地
下
人
か
ら
家
持

層
一
借
屋
層
に
移
行
す
る
と
こ
ろ
に
、
近
世
町
の
成
立
を
み
よ
う
と
す
る
。

　
第
三
章
は
近
世
初
頭
に
成
立
す
る
都
市
を
網
羅
的
に
あ
げ
、
当
隣
滞
在
し

て
い
た
西
欧
の
宣
教
師
の
観
察
か
ら
、
先
進
地
帯
の
都
市
は
西
欧
型
都
市
に

類
似
す
る
と
し
、
そ
れ
は
都
市
を
背
景
と
す
る
織
豊
政
権
が
酋
欧
の
王
権
に

近
似
す
る
か
ら
だ
と
し
な
が
ら
、
そ
の
後
封
建
王
政
は
反
動
化
し
鎖
国
に
よ

っ
て
都
市
の
発
展
を
阻
止
す
る
と
い
う
。

　
第
四
編
「
付
録
一
町
を
め
ぐ
っ
て
i
」
で
は
町
を
中
世
・
戦
国
・
織

豊
・
関
ケ
原
戦
後
に
時
代
区
分
し
、
各
時
代
の
都
市
を
城
下
・
港
・
門
前
・

宿
の
町
に
分
類
し
て
こ
れ
を
網
羅
し
、
各
々
の
規
模
、
景
観
、
人
的
構
成
に

つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
以
上
、
本
書
を
要
約
し
て
き
た
が
、
松
山
氏
が
一
九
五
五
年
に
発
表
し
た

論
文
で
の
指
摘
な
り
提
言
が
、
現
在
な
お
有
効
で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
中
世
都

市
研
究
の
水
準
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
本
書
を
通
読
し
て
強
く
感
じ
る
。

た
と
え
ば
第
三
編
第
二
章
「
封
建
都
市
成
立
に
つ
い
て
の
考
察
」
（
『
歴
史
学

研
究
』
一
八
○
号
、
一
九
五
五
年
二
月
）
で
、
林
屋
辰
三
郎
氏
ら
の
町
衆
に

つ
い
て
の
見
解
を
「
町
あ
る
い
は
町
衆
を
構
成
す
る
上
層
町
民
と
中
下
層
町

罠
と
の
具
体
的
関
係
が
歴
史
的
に
追
求
さ
れ
て
い
な
い
」
（
二
二
六
ペ
ー
ジ
）

と
批
判
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
は
中
世
都
市
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
町
衆
の
概
念
に
は
反
権
力
と
町
の
自
治
の
主
体
の
意
が
こ
め
ら
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れ
、
中
世
都
市
研
究
に
大
き
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
逆
に
町
を

構
成
す
る
住
人
内
部
の
矛
盾
を
か
く
す
役
割
を
も
果
た
し
て
い
る
こ
と
も
事

実
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
松
山
氏
は
指
摘
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
発
表

か
ら
一
八
年
た
っ
た
現
在
も
再
度
序
章
に
お
い
て
こ
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
り
、
大
い
に
共
鳴
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
自
由
都
市
に
つ
い
て
、
西
欧
の
そ
れ
と
異
質
で
あ
る
と
い
う
従
来

の
説
に
た
い
し
、
　
「
来
日
し
た
宣
教
師
ら
西
欧
人
の
眼
を
通
じ
て
、
詳
細
に

調
べ
る
必
要
が
あ
る
」
　
（
一
九
ペ
ー
ジ
）
と
し
、
西
欧
人
個
々
の
観
察
記
を

検
討
し
、
「
都
市
や
商
業
の
発
達
は
西
欧
に
く
ら
べ
て
遜
色
な
く
」
「
都
市
民

の
文
化
的
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
は
、
い
ず
れ
も
驚
異
の
眼
を
み
は
っ
て
い
る
」

と
し
て
、
結
論
と
し
て
西
欧
人
が
「
日
本
を
西
欧
と
全
く
異
な
っ
た
国
で
は

な
く
、
相
似
た
国
と
し
て
観
」
　
（
二
七
〇
ペ
ー
ジ
）
て
い
る
と
す
る
。
西
欧

都
市
1
1
自
治
的
、
日
本
都
市
琵
権
力
的
と
す
る
中
軸
都
市
論
の
通
説
を
打
破

し
、
再
検
討
の
必
要
を
強
調
す
る
松
山
氏
の
主
張
は
、
城
下
町
商
業
の
構
造

と
、
権
力
と
都
市
商
人
の
関
係
を
丹
念
に
洗
い
薩
す
こ
と
を
研
究
老
に
要
求

し
て
い
る
も
の
と
解
し
た
い
。

　
つ
ぎ
に
本
書
の
主
要
部
分
を
な
す
守
護
城
下
の
研
究
は
、
松
山
氏
が
序
章

で
従
来
の
中
世
都
市
研
究
へ
の
批
判
か
ら
今
後
の
課
題
と
し
て
引
出
し
た
、

古
代
都
市
と
中
世
都
市
の
運
続
の
問
題
に
た
い
す
る
実
践
で
あ
る
。
氏
は
こ

れ
を
国
府
↓
府
中
と
し
て
把
握
し
、
近
世
城
下
町
成
立
の
前
段
階
の
理
論
的

実
証
的
研
究
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
研
究
に
は
中
軸
都
市
隠
商
業
都

市
、
中
央
都
市
重
視
の
傾
向
や
近
世
城
下
町
研
究
に
た
い
す
る
痛
烈
な
批
判

が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
府
中
1
1
守
護
城
下
と
い
う
従
来
の
都
市

研
究
の
未
開
拓
な
分
野
に
、
考
古
堂
ご
歴
史
地
理
学
・
地
名
学
の
成
果
を
充

分
に
活
用
し
な
が
ら
現
地
調
査
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
た
研
究
は
、
た
ん
に

中
世
都
帯
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
中
墨
後
期
の
政
治
史
研
究
に
資
す
る
と
こ

ろ
甚
大
で
あ
る
と
思
う
。
守
護
城
下
に
か
ん
す
る
研
究
の
う
ち
、
中
世
政
治

都
市
の
成
立
が
守
護
所
の
戸
立
と
裏
腹
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
伊

賀
の
守
護
仁
木
氏
の
行
動
を
追
跡
し
て
闘
ら
か
に
し
た
こ
と
や
、
備
前
福
澗

の
町
割
の
復
元
図
は
興
味
を
そ
そ
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
伊
賀
の
守
護
面
面

か
ら
出
た
伊
賀
焼
の
土
符
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
本
書
の
な
か
で
ユ
ニ
」
ク

な
論
述
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
荷
札
と
し
て
の
土
合
が
年
貢
徴
収
と
輸
送
と
い

う
守
護
支
配
の
断
面
を
私
た
ち
に
提
示
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
今
後
の
守

護
の
領
国
支
配
を
解
明
す
る
手
懸
り
と
な
る
の
は
確
実
で
あ
る
。

　
ま
た
松
山
氏
の
都
市
領
主
に
つ
い
て
の
論
述
も
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

御
騰
の
代
宮
職
を
挺
子
と
し
て
流
流
過
程
に
食
い
こ
ん
で
い
る
領
主
と
し
て
、

従
来
河
内
の
水
速
氏
や
摂
津
の
渡
辺
党
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
松
山

氏
は
こ
れ
と
同
類
型
の
領
主
を
鎌
倉
末
期
の
備
後
国
太
田
庄
倉
敷
預
所
の
僧

威
信
に
求
め
、
港
湾
都
市
を
本
拠
に
水
上
輸
送
機
関
を
支
配
し
、
「
暴
力
的
・

投
機
的
商
品
流
通
」
　
（
五
八
ペ
ー
ジ
）
に
依
存
す
る
淵
信
に
「
都
市
領
主
」

の
概
念
を
冠
し
た
の
で
あ
る
。
都
市
領
主
と
い
う
概
念
は
、
都
市
に
集
住
す

る
庄
園
領
主
と
混
同
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
無
限
定
に
使
用
す

る
こ
と
に
は
餐
成
で
き
な
い
が
、
港
湾
を
本
拠
と
す
る
長
者
的
な
存
在
（
私

は
む
し
ろ
「
悶
丸
領
主
」
と
で
も
呼
ん
だ
方
が
適
切
で
あ
る
と
思
う
）
の
実

態
が
こ
れ
ほ
ど
解
明
さ
れ
た
の
は
あ
ま
り
例
が
な
く
、
そ
の
意
味
か
ら
い
っ

て
も
、
中
世
の
隔
地
闘
商
業
の
具
体
的
な
位
置
づ
け
に
淵
信
の
も
つ
イ
メ
ー

ジ
の
投
げ
か
け
る
間
題
は
大
き
い
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
戦
国
時
代
の
北
畠
氏
の
領
国
制
展
開
に
か
ん
す
る
論
述
の
な
か
で
、

大
和
宇
多
郡
の
国
人
の
郡
内
一
揆
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
箇
所
は
興
味
深
い
。

す
な
わ
ち
、
郡
内
国
人
の
一
揆
を
「
基
本
的
に
は
被
宮
・
富
民
を
支
配
す
る
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評
馴

た
め
の
も
の
」
と
評
価
し
、
国
人
が
網
互
に
与
力
同
名
被
官
の
逃
亡
を
認
め

な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
人
返
し
」
の
協
定
を
申
合
わ
せ
た
り
（
二
〇
一
ペ
ー
ジ
）
、

ま
た
被
官
・
家
来
の
喧
嘩
に
た
い
し
て
は
一
致
し
て
対
応
す
る
こ
と
を
確
認

し
て
い
る
事
例
（
二
〇
三
ペ
ー
ジ
）
を
紹
介
し
、
こ
れ
ら
聖
人
の
一
揆
と
分

裂
と
を
北
畠
氏
の
政
治
動
向
に
関
連
づ
け
て
い
る
点
な
ど
は
、
従
来
の
国
人

一
揆
研
究
の
成
果
に
立
脚
し
た
論
述
で
あ
り
、
そ
れ
は
今
後
の
研
究
に
資
す

る
と
こ
ろ
多
大
で
あ
る
。

　
以
上
の
諸
点
に
加
え
て
、
全
国
の
地
誌
を
フ
ル
に
活
用
し
て
、
城
下
・
居

館
地
・
港
町
・
門
前
町
・
宿
学
町
・
市
場
町
な
ど
を
網
羅
し
て
説
明
し
、
こ

れ
を
精
密
な
表
に
さ
れ
た
努
力
に
は
敬
服
の
ほ
か
は
な
い
。

　
本
書
の
な
か
か
ら
汲
み
と
る
べ
き
問
題
に
つ
い
て
ふ
れ
て
き
た
が
、
つ
ぎ

に
野
間
点
や
気
が
か
り
な
点
、
　
「
抵
抗
」
を
覚
え
る
問
題
を
あ
げ
て
お
き
た

い
。　

第
一
に
は
中
徴
都
市
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
松
禽
氏
は
豊
田
疵

が
応
仁
の
乱
以
前
の
都
市
を
古
代
都
市
と
し
、
乱
後
の
都
市
を
封
建
都
市
と

す
る
時
期
区
分
を
批
判
し
て
、
応
仁
の
乱
の
時
期
を
「
完
成
期
な
い
し
そ
れ

に
近
い
」
　
（
七
二
ペ
ー
ジ
）
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
完
成
期
が
、

中
世
都
市
か
、
封
建
都
市
か
あ
い
ま
い
で
あ
り
、
　
「
中
坦
都
市
と
す
る
の
が

正
し
い
か
、
封
建
都
市
と
す
る
の
が
正
し
い
か
、
は
こ
こ
で
は
と
り
あ
げ
な

い
」
と
い
わ
れ
る
の
で
は
読
老
を
混
乱
さ
せ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
　
「
中
世
・

近
世
を
含
め
て
封
建
都
市
と
す
る
」
　
（
七
二
ペ
ー
ジ
）
の
で
あ
れ
ば
、
中
世

政
治
都
市
を
ふ
く
め
て
中
世
都
市
と
近
世
岩
蟹
と
の
指
標
お
よ
び
概
念
を
明

確
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
し
か
に
天
正
か
ら
寛
永

の
間
に
つ
く
ら
れ
る
都
市
の
定
義
が
な
さ
れ
て
お
り
　
（
二
五
五
ペ
ー
ジ
）
、

ま
た
指
老
衆
－
地
下
人
か
ら
家
持
層
一
領
単
層
へ
の
町
構
成
の
転
移
（
二
四

四
ペ
ー
ジ
）
が
中
世
都
市
か
ら
近
世
都
市
へ
の
移
行
の
指
標
と
さ
れ
て
い
る

が
、
中
世
都
帯
の
性
格
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
不
鮮
明
な
感
じ
は
払
拭
さ

れ
な
い
。
こ
の
問
題
は
都
市
史
研
究
の
な
か
で
漠
然
た
る
ま
ま
に
放
置
さ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
本
書
に
た
い
す
る
期
待
も
難
き
く
、
そ

の
意
味
か
ら
松
山
氏
が
封
建
都
箭
論
を
遠
巻
き
す
る
に
終
っ
た
の
は
残
念
に

思
う
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
守
護
城
下
、
戦
国
城
下
の
成
立
と
展
開
に
か
ん
す
る
松
山
氏
の
見

解
は
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
り
、
先
述
の
ご
と
く
評
価
さ
れ
る
と
思
う
が
、
職
業
町

の
成
立
が
こ
れ
と
不
可
分
に
連
結
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
被
差
別
職
人
な
い

し
被
差
別
部
落
の
問
題
が
完
全
に
脱
落
し
て
い
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。
従

来
の
都
市
史
研
究
が
指
向
し
、
あ
る
程
度
蓄
積
さ
れ
た
研
究
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
積
極
的
に
松
山
氏
が
吸
収
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
い
か
な

る
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
松
山
茂
は
商
人
の
系
譜
論
争
を
類
型
論
に

高
め
、
隔
地
闘
商
業
の
担
い
手
と
し
て
港
湾
都
市
を
開
い
た
も
の
が
「
賎
民

系
商
人
」
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、
部
落
史
研
究
の
成
果
を
中
世
商

業
史
研
究
に
生
か
し
た
（
第
一
編
第
一
章
）
の
に
、
第
四
編
「
付
録
一
町

を
め
ぐ
っ
て
一
」
の
叙
述
に
は
、
春
雷
隻
語
だ
に
見
禺
す
こ
と
が
で
き
な

い
。
こ
れ
を
私
た
ち
は
ど
う
理
解
す
れ
ぱ
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
第
三
に
前
近
代
の
都
市
を
考
え
る
場
合
、
都
市
周
辺
の
村
落
と
の
関
係
を

見
落
と
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
事
実
、
松
山
氏
も
「
都
市
と
村
落
と
の
相
互

交
流
を
無
視
し
、
都
市
を
孤
立
し
て
と
ら
え
て
い
る
」
　
（
八
ペ
ー
ジ
）
都
市

史
研
究
を
批
判
し
、
ま
た
領
国
の
市
の
城
下
集
中
に
ふ
れ
た
箇
所
で
「
両
者

（
商
業
・
農
業
　
仲
村
注
）
は
有
機
的
に
結
び
つ
い
て
い
た
」
　
（
竺
四
三
ペ

ー
ジ
）
と
し
て
い
る
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
松
山
氏
の
取
上
げ
た
都
市
は
孤
立

的
な
感
が
あ
る
。
と
く
に
城
下
に
つ
い
て
は
村
落
と
の
関
係
が
き
わ
め
て
稀
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薄
で
あ
る
。
歴
史
地
理
学
の
成
果
に
よ
れ
ば
、
一
五
世
紀
後
期
に
は
誠
館
と

定
期
市
化
し
た
村
落
市
場
の
結
合
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
お
り
、
松
山
氏
も
序
章
に
お
い
て
こ
の
成
果
を
紹
介
し
て
は
い
る
が
、
具

体
的
に
論
述
の
な
か
に
生
か
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
　
「
守
護
域
館

地
は
政
治
・
軍
事
・
経
済
・
交
通
・
宗
教
・
文
化
な
ど
諸
機
能
を
集
め
た
権

力
の
府
と
し
て
、
政
治
都
市
と
い
え
る
所
で
あ
る
」
　
（
一
八
六
ペ
ー
ジ
）
な

ら
ば
、
よ
り
多
面
的
な
考
察
が
要
求
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
第
四
に
中
世
商
入
の
出
自
に
つ
い
て
で
あ
る
。
松
山
氏
は
隔
地
閥
商
人
に

つ
い
て
、
　
「
零
細
農
民
な
い
し
賎
民
に
起
源
を
も
つ
も
の
で
、
主
た
る
生
活

手
段
を
商
業
に
求
め
て
い
た
階
層
で
あ
り
、
そ
の
発
生
は
一
般
に
平
安
時
代

に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
」
　
（
三
四
ペ
ー
ジ
）
と
し
て
い
る
。
私
も
隔
地
間
商

人
が
賎
罠
系
商
人
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
説
に
は
賛
成
で
あ
る

が
、
戸
田
芳
実
幾
の
い
わ
ゆ
る
富
豪
層
の
問
題
を
中
世
商
人
の
系
譜
を
論
じ

る
場
に
出
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
周
知
の
よ

う
に
、
戸
田
灰
は
富
豪
層
を
封
建
的
地
主
層
お
よ
び
在
地
領
主
層
が
成
立
す

る
以
前
の
過
渡
的
な
階
層
と
し
て
設
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
経
営

に
は
私
出
挙
な
ど
の
高
利
貸
的
経
営
も
行
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
動
産
の

所
有
形
態
か
ら
し
て
も
商
人
へ
転
ず
る
可
能
性
を
も
も
っ
て
お
り
、
平
安
晴

代
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
商
人
を
検
討
す
る
さ
い
、
是
非
問
題
と
す
べ

き
だ
と
思
う
。

　
第
五
に
松
山
氏
は
中
世
政
治
毛
帯
成
立
の
前
段
階
に
国
府
を
考
え
、
そ
の

展
開
過
程
を
府
中
に
連
鎖
す
る
も
の
と
し
た
．
私
は
こ
れ
に
加
え
て
庄
園
の

政
治
の
中
心
で
あ
る
政
所
な
ど
の
機
関
所
在
地
が
ど
の
よ
う
に
展
開
す
る
か

を
追
求
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
呉
体
的
に
解
呈
す
る

余
裕
は
な
い
が
、
た
と
え
ば
庄
園
の
古
絵
図
に
見
ら
れ
る
庄
園
支
配
機
関
所

在
地
が
、
政
治
都
市
と
し
歪
あ
る
い
は
商
業
都
市
（
市
場
）
と
し
て
展
開

す
る
場
合
も
多
い
と
患
う
が
、
こ
れ
は
今
後
の
中
世
都
市
研
究
と
庄
園
研
究

と
に
ま
た
が
る
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
患
う
と
こ
ろ
を
述
べ
て
き
た
が
、
以
下
で
は
細
部
に
わ
た
っ
て
疑

問
と
す
る
点
を
指
摘
し
よ
う
。

　
ま
ず
都
市
領
主
と
い
わ
れ
る
太
田
庄
倉
敷
預
所
淵
儒
の
央
脚
の
因
に
つ
い

て
、
「
西
大
寿
に
頼
ろ
う
と
し
た
賞
さ
、
地
頭
の
圧
迫
、
農
罠
の
金
頭
、
そ

れ
に
尾
道
に
根
づ
く
に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、
土
地
所
有
を
基
本
と

せ
ず
投
機
的
商
贔
流
通
に
依
存
し
た
た
め
で
は
あ
る
ま
い
」
（
五
八
ペ
ー
ジ
）

と
松
山
氏
は
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
あ
と
の
節
で
述
べ
て
い
る
よ
う

に
、
淵
僑
の
よ
う
な
都
市
領
主
に
対
し
て
、
海
賊
賦
悪
党
罰
都
市
領
主
が
瀬

戸
内
に
群
生
し
、
こ
れ
と
の
対
抗
関
係
に
お
い
て
暴
力
的
に
も
屈
し
、
淵
僑

の
も
つ
流
通
機
構
が
嚢
取
さ
れ
た
と
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

「
西
大
寺
に
頼
ろ
う
と
し
た
古
さ
」
の
評
価
に
は
、
高
野
山
の
代
官
か
ら
脱

却
す
る
新
し
さ
を
合
わ
せ
て
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
ま
た
平
安
京
の
中
世
都
市
へ
の
展
開
に
つ
い
て
、
　
「
民
衆
と
寺
社
公
家
に

隷
属
す
る
召
使
い
た
ち
と
の
提
携
、
こ
れ
が
結
局
は
摂
関
公
家
層
の
支
配
を

齢
し
院
政
政
権
を
う
ち
た
て
る
と
と
も
に
、
乎
安
京
を
し
て
経
済
都
市
へ
と

脱
皮
せ
し
め
て
い
っ
た
新
し
い
力
だ
っ
た
の
で
あ
る
」
　
（
二
三
〇
ペ
ー
ジ
）

と
さ
れ
る
が
、
平
安
京
に
お
け
る
民
衆
と
権
門
隷
属
民
が
群
盗
化
し
、
平
安

京
を
無
政
府
状
態
に
化
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
摂
関
政
治
を

院
政
に
移
行
せ
し
め
る
と
い
う
の
は
論
理
の
飛
躍
が
あ
る
。

　
ま
た
近
世
都
市
に
お
い
て
借
屋
層
が
「
町
政
負
担
義
務
が
な
い
代
り
に
、

原
財
と
し
て
五
人
組
の
成
員
た
り
え
ず
、
町
政
へ
の
出
席
は
鼠
講
さ
れ
て
も

決
定
権
を
持
た
な
か
っ
た
」
（
二
四
六
ペ
ー
ジ
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
借
屋
層
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評書

が
五
人
組
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た
と
す
る
の
は
明
ら
か
に
誤
解
で
あ
る
。
た

だ
し
、
家
持
層
が
借
屋
層
と
同
｝
の
五
人
綴
に
な
る
の
を
忌
避
し
て
、
家
持

層
の
み
、
ま
た
は
借
屋
層
の
み
の
五
人
組
が
結
成
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
が
、

そ
れ
に
し
て
も
借
麗
層
が
「
原
則
と
し
て
五
人
組
の
成
員
た
り
え
」
た
わ
け

で
あ
り
、
両
層
が
加
わ
ら
ね
ば
五
人
組
制
度
設
定
の
意
味
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
松
山
氏
は
天
正
～
寛
永
に
存
在
す
る
全
国
都
市
の
一
覧
表
（
二
五

九
ぺ
！
ジ
）
を
提
示
し
て
い
る
が
、
河
内
の
項
に
八
尾
・
久
宝
寺
の
襟
内
町

が
欠
落
し
て
い
る
の
で
付
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

　
以
上
、
き
わ
め
て
大
雑
把
に
書
評
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
申
世
史
研
究

の
う
ち
で
都
市
研
究
は
遅
々
と
し
て
お
り
、
そ
の
折
に
松
山
宏
氏
が
本
書
を

倣
に
問
わ
れ
た
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い
。
中
世
都
市
の
研
究
に
少
し
関
与

す
る
も
の
の
一
人
と
し
て
本
書
の
刊
行
を
喜
び
た
い
。
最
後
に
あ
る
い
は
誤

読
に
も
と
つ
く
評
に
終
始
し
た
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
つ
つ
、
松
山
氏
と

読
者
に
御
海
容
の
ほ
ど
を
こ
う
も
の
で
あ
る
。

（
A
5
判
　
四
〇
∩
）
頁
　
昭
和
四
八
年
ご
月
　
大
学
堂
書
店
刊
　
定
緬
四
五
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
（
同
志
被
大
学
人
文
科
学
研
究
所
研
究
負
・
長
岡

前
　
田
　
直
　
典
著

『
元
朝
史
の
研
究
』

植
　
松

正

　
本
書
は
故
前
田
直
典
氏
（
一
九
一
五
－
四
九
）
が
生
前
発
走
さ
れ
た
論
文

書
評
な
ど
を
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
氏
の
逝
去
の
後
四
半
世
紀
に
し
て
、

今
よ
う
や
く
そ
の
全
て
の
著
作
を
一
書
と
し
て
手
に
し
う
る
こ
と
と
な
っ
た
。

氏
は
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
に
学
ば
れ
、
日
本
が
戦
争
に
突
入
し
て
い
っ
た

不
幸
な
時
代
、
そ
し
て
戦
後
の
荒
廃
な
お
お
さ
ま
ら
な
い
時
代
の
中
で
、
不

自
由
な
身
体
を
お
し
て
学
問
へ
の
意
欲
を
も
や
し
つ
づ
け
、
戦
後
本
格
的
な

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
た
矢
先
に
病
に
た
お
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
当
蒔
人

々
が
三
十
年
余
り
の
短
か
い
生
涯
を
惜
し
ん
だ
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し

か
も
大
き
な
構
想
を
い
だ
き
な
が
ら
つ
い
に
そ
の
発
表
を
果
す
を
え
ず
、
既

発
表
の
光
朝
史
関
係
の
諸
論
考
も
未
完
に
お
わ
っ
て
し
ま
っ
た
だ
け
に
、
そ

の
才
を
惜
し
む
こ
と
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
書
の
は
し
が
き

に
西
嶋
定
生
氏
が
、
ま
た
あ
と
が
き
に
山
田
信
夫
氏
が
記
し
て
お
ら
れ
る
と

こ
ろ
に
’
よ
っ
て
も
、
そ
の
不
幸
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
我
々
は
先
般
、
故
安
部

健
夫
氏
の
著
作
を
も
『
元
代
史
の
研
究
』
と
し
て
手
に
し
て
い
る
。
元
代
史

研
究
の
乎
う
す
な
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
に
つ
け
て
も
、
氏
ら
が
な
お
世
に
あ

っ
た
な
ら
と
の
感
慨
を
い
だ
か
れ
る
人
は
多
い
に
相
違
あ
る
ま
い
。

　
前
田
直
典
氏
が
学
術
誌
上
に
発
表
さ
れ
た
諸
論
文
は
従
来
と
も
相
当
に
高

い
評
価
を
う
け
て
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
筆
者
の
力
量
を
も
っ
て
し
て
は
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